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中 川 恵 介

今月、キャリア教育の一環として２年生と１０組で職場体験・現場実習が行われました。
一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるとともに、望ましい勤労観や

職業観を育むことを目的に行いました。体験先では、普段の学校生活では見ることのできない表情で真剣に取
り組む生徒が多かったと聞いています。おそらく、そこには、新しい自分自身の発見があったと思います。
一方、３年生は進路選択の大詰めを迎えようとしています。来月末から進路最終選択の三者懇談が始まりま

す。今の自分を見つめ直し、そして将来の自分の姿を想像し、自分自身の生き方を自分で決めなければなりま
せん。
先日、５３歳の若さで亡くなったラグビー元日本代表監督の平尾誠二さんが自身の著書（「知のスピードが壁

を破る」～進化し続ける組織の創造～ PHP研究所）に次のようなことを記しています。
（中略）少年時代の私は、人前で話すのが苦手だった。何かの発表をする順番が自分に回ってきた日、仮病

を使って学校を休んだことがある。病気でもないのに布団の中にいると、そんな自分が情けなく思え、嫌で嫌
で仕方なかった。そんなことなら学校を休まなければよいのだが、経験してみなければわからないこともある。
布団の中で、学校に行って苦手な発表をするのと、仮病を使って学校を休むのと、どちらが自分にとって恥ず
かしいことなのか、子供なりに考えた。人前で恥をかくことと、弱い自分から逃げること、どちらが嫌なのか。
本当に病気だと思って心配している親に対して嘘をついている自分も、許せなかった。皆の前で発表する恥ず
かしさなど、その気持ちと比べたら、そんなにたいしたことではないように思えてきた。いつもいつもこうや
って逃げてばかりいたら、自分はいつまでも逃げつづけなければならない。これから生きていくうえで、嫌な
ことや怖いことはいくらでもある。それから逃げ切ることなどできないと思った。こうしてはじめて逃避する
自分と向き合い、覚悟を決めたのである。そのときに、私は弱い自分を乗り越えられた。弱い自分を制するこ
とで、新しい自分をつくっていくことができたのだ。「セルフコントロール」とは、身体的なコンディションだ

けを管理することではなく、精神的にも自らをコントロールすることだ。葛藤するなかで、自分自身を見つめ

ていると、自分の中にもう一人の自分が姿を現す。その自分は、弱い自分よりほんの少し強く、ほんの少し高

いところから自分を見つめている。そうした自問自答の繰り返しが、強い自分をつくっていく･･････（おわり）。

さて、「自分自身のことに対しては、自分で決めて、その結果には自分自身が責任をもつ」･･･・よく言われ

ることですが、これは意外と難しいことだと私は思います。

しかし、（誰もが経験しているように）迷いながらも、悩みながらも、自分自身を見つめ直すことで、自分の

生き方が見えてくるのではないでしょうか。

１０月６日(木)、生徒会役員選挙が行われました。立会演説会では、自
らが掲げた公約を全校生徒に熱く訴えました。「あいさつ運動の活発化」
「いじめの根絶」「地域貢献の推進」「一体感のある規律ある学校づくり」
など、青翔中が今必要としていることをよく考えての演説でした。

１０月１７日（月）には、任命式が行われ、新メンバーによる活動が開始されました。常に改革を意識
した旧生徒会執行委員会の意思を受け継ぎ、現在課題として挙げられる「公共心・公徳心」の向上や学校
教育目標「自立・貢献・創造」の実現に向けたさらなる取組など、校風の確立と更なる高みを目指して、
挑戦してくれることと期待しています。

生徒会長 荒 木 駿 平 生活常任委員長 安 西 賢 吾
副会長 久保田 珠 莉・小 原 蒼 学習常任委員長 澤 田 凪 歩
書記長 薮 田 千 洸 保体常任委員長 大 屋 陽 奈
書記次長 川 島 叶 羽 図書常任委員長 初 村 駿 也
会計長 森 田 はなび 放送常任委員長 髙 橋 乃 愛
会計次長 丸 山 翔 平 美化常任委員長 田 中 悠 翔
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【全国平均と本校の比較】 【平日の家庭学習の状況】
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平日、どれくらい家庭学習（塾等を含む）をするか。

－「１時間以上」と回答した割合－
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全国平均 

１７日 ※諸費納入日 職員会議
１日 開校記念日 １８日 ３年期末テスト② ＩＨ中体連（～３０日）
２日 １年音楽鑑賞（2h１・２組、3h３・４組、4h５・６組） １９日 ふれあいコンサート（10:00拓勇小）

苫工業高校・定時体験入学 苫高等商業体験入学
３日 文化の日 胆振学校剣道大会（登別） ２１日 １・２年参観日 給食試食会（2-2）

ソフトテニス胆振東地区大会（総体） 茶話会（1-5） 白樺高等養護学校見学
４日 苫教研大会（３時間授業） ２２日 常任委員会
５日 バスケットボール日胆大会（凌雲・緑陵中 ～６日） １年こころの授業（1h１組、2h2組、3h3組、・・・6h6組）

U-15フットサル大会予選（青翔中） ２３日 勤労感謝の日
６日 英語検定２次 ２４日 ※諸費納入日 全校協議会 眼科検診
７日 １・２年教育相談① ３年非行防止教室（５ｈ）

３年進路説明会（生徒向け ３・４ｈ） ２６日 ソフトテニス選手権大会胆振予選（厚真）
３年願書用写真撮影（２ｈ） ２８日 特別支援学級説明会（13:15）

８日 １・２年教育相談② ２９日 ３年三者懇談① １・２年期末テスト①
９日 ３年学力テストＣ １・２年教育相談③ １０組親子レク（３・４ｈ）・給食試食会

１０日 ３年参観日・進路説明会 ３０日 ３年三者懇談②（自宅学習）
１・２年教育相談④

１１日 １・２年教育相談⑤
いじめ問題子どもサミット・小中交流会

１２日 ウトナイ小学校開校１０周年記念式典
バレー日胆大会（青翔中）
ソフトテニス団体苫小牧地区予選（総体）

１３日 卓球中学選抜大会（川沿体育館）
ＩＨ・ＮＨＫ杯決勝（9:30白鳥）

１４日 １・２年教育相談⑥
１５日 ３年期末テスト①

１１月の行事予定

本年４月１９日（火）に実施しました「全国学力・学習状況調査」（第３学年）の個人票・結果等を１０
月３１日（月）に３年生の各家庭に配付しますので、御覧願います。
本調査は、学習指導要領の定着状況の把握、すなわち生徒が学習内容をどの程度理解しているかを把握

することとともに、調査結果の分析から生徒への指導の充実や学習状況の改善等を図ることを目的として
います。是非、御家庭でも、学習への取組状況や生活習慣の再確認など、本資料を活用願います。
なお、「平成２８年度全国学力・学習状況調査の調査結果」につきましては、苫小牧市立青翔中学校ホーム

ページにも掲載しております。
（http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/seisho/）

地域行事として、今年度から新規事業として行う
「ふれあいコンサート」に是非、お越しください。

「音楽鑑賞」、「こころの授業」、「非行防止教室」
の授業参観、大歓迎です。

１２月２日（金）に「ＰＴＡ研修旅行」を実施し
ます。多くの方々の参加をお待ちしております。

http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/seisho/
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１０／１７ 「表彰伝達式」から

・第１８回苫小牧白鳥ライオンズクラブ杯争奪中学校サマーリーグ大会 合同Ｃ 優 勝
・第１回全道中学アイスホッケーオータム大会 合同Ｃ 準優勝

・胆振東部新人戦大会 女子Ｂ級 第１位
男子Ｂ級 第２位
男子Ａ級 第３位

・第５２回苫小牧地区中学生新人ソフトテニス大会 男子ダブルスＢ級 第３位（２年生ペア）
・第３５回市民ソフトテニス大会 中学２年生以下の部 女子Ｂ級 第３位（１年生ペア）

・平成２８年度胆振地区新人ソフトボール大会 第１位
・第１２回会長杯争奪ジュニア・カップ杯 準優勝、最優秀選手賞（２年女子）

・第９回静内ライオンズクラブ杯中学校バスケットボール交歓大会 男子の部 優 勝
・第１８回苫小牧地区中学校バスケットボール１年生大会 女子 準優勝

・苫小牧中学校秋季バレーボール選手権大会 第３位

・第４８回市民卓球大会 団体戦 中学女子 優 勝
団体戦 中学男子 準優勝
中学校１年男子シングル 第３位
中学校１年女子シングル 優 勝、準優勝

・第２０回苫小牧地方中学校新人陸上競技大会 １００Ｍ 第３位（２年女子）
第４位（２年女子）

２００Ｍ 第３位（２年女子）
第７位（２年女子）

１１０ＭＨ 第４位（１年女子）

・秋季柔道競技大会 男子団体 第２位
個人戦 第２位（１年男子）、個人戦 第２位（２年男子）
個人戦 優 勝（２年女子）

・胆振日高中学校体育大会 男子団体 第３位

・第３２回学校給食作文コンクール 最優秀賞（１年女子） 優秀賞（１年女子）
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